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本校の特長 
}  看護科2年生　1クラス33名 
　　　　　　　　　（男子8名 女子25名） 

}  学び合う姿勢　（KG賞） 

}  クラス役員（5～10名程度） 
}  役員会議 
　体育大会　文化祭など　 
　イベントで仲間づくりを中心にクラス活動 
　　　　　　　　　　⇒学びにつなげる 



}  クラス単位で展開 
　　役 員：テーマ決定・課題・学習会 
　　　　⇒クラスの中心が学びを深める 
　　クラス：2学期　特設授業を6～7回 
　　　　⇒役員が中心となりクラス内で仲間づくりを意識　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　して展開 
Ø 学び合う姿勢を育成する 
 
}  10月　展示　発表　映画（動画）等 
}  模擬店などもテーマに合わせて行う	



目　　標 
}  終末医療における緩和ケアの理解 
}  患者の生死に向き合う看護師の姿から、患者に寄り添

う意味や、その本質に迫ること 

実践内容 
}  ケーススタディ：複数の患者と向き合い、問題を解決し

ていく（ホスピスで働くがん看護専門看護師が活動する姿を追った動画）	



テーマの設定 
}  役員との話し合い 
}  複数の案から医療関係を希望 

夏期課題 
}  がんを宣告された日から綴られるブログ 
}  自ら内容を取り上げ、感想を書きとめる 
}  Edmodoの使用（効率アップ） 



夏休み 
}  役員を中心に文化祭委員を構成 
}  3～5回程度の学習会を設定 
}  役員を中心に学びを深める 
}  ⇒2学期以降　役員がクラスの中心となり学び合う 



}  テーマについて学ぶ 

}  発問から考えさせる	

}  グラフや表から考えさせる	



}  アンケートや発問に対する回答について 
}  クラスの中で、意見の割合を知る 

「思ったより多い」	



がん看護専門看護師、ホスピスで働く姿を追ったド
キュメンタリー	

}  肺がんの女性（68歳）自宅に帰ることを許されたが、
家に帰ることに不安を抱いている。そこへ看護師が
話をしながら一つの希望をみいだす。 

【発問】 
}  ・何故不安に思っているのか？ 

}  ・見つけた希望とは？	



・何故不安に思っているのか？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
	
・見つけた希望とは？	



}  ぜつの男性（36歳）自分らしい人生をもう一度と再治
療を希望する。	

【発問】 
}  ・男性の気持ちについて 

}  ・会議で「選んでもらうしかない？」と発言していた看
護師の気持ちについて	



・男性の気持ちについて 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
	
・会議で「選んでもらうしかない？」と発言していた看護師の気持ちについて	
	



}  直腸がん　肝臓に移転　末期男性（56）	

}  6月にある娘の結婚式には間に合わない状況	

 
 
【発問】 
}  ・家族の気持ちについて	



　56歳男性 直腸がん 余命がわずかであるがそれを本
人には告知していない。2人の娘がおり、長女の結婚式
が約1か月先にあるが、そこまで持たない。 
 
【問題提起】 
}  「娘の花嫁姿をみたい」という思いに対し、どのように

寄り添い対応するかと問題提起した。	



◦ ブレーンストーミング（1人３つ以上）	

}  デメリットを意識せず、問題解決に向けてブレーンス
トーミングを行った。	
 
 
◦ ワールドカフェの導入	

}  意見が出尽くし、硬直状態 
　→ワールドカフェの形式 
　　席の移動を促し、生徒同士の交流を活発化し、可
能な限り多くの意見がでるようにした。	



}  ブレーンストーミングにより、当日出席の28名で合計
108の回答があった。	

}  文化祭委員にてKJ法による分類分け 
}  特徴：「看護の視点」 
}  高校2年という段階で、ある一定の看護の専門知識を

身に着け、それを持って対応しようという意見が一定
数あった。	

	病院で結婚式を挙げる 27 25.0%
ウェディングドレス姿を見せる 27 25.0%
ウェデングドレスを着た写真を見せる 19 17.6%
思いを伝える 9 8.3%
看護の視点から 4 3.7%
番外編 22 20.4%

合計 108
28人参加











}  ＫＪ法でまとめられた中から複数の意見を組み合わせ
るような解答を要求 

}  最終的にどのように問題解決するかを再び各自ワー
クシートにまとめた。「病院で結婚式を挙げる」と答え
る生徒が多かったが、複数の意見を反映し新たな解
決策を見出した生徒がおり、個々に考えを深める機
会となった。	

}  動画内では形式的に親族のみで結婚式を簡素に行
い記念写真を撮るというものであった。	





当事者意識	

寄り添う難しさ 



北辻　研人 
(きたつじ　きよと) 

}  kitatsuji@osakagyoko.ed.jp	


